









大 会 発表 要 旨1995.11,19. 『デザイン理論』35!1996
関 西 の 製 品 デ ザ イ ン
高 井 一 郎/KentInstitute・fArt&Design,R・cheste・up・nMedwayC・11ege
日本の近代化に一挙に突入 した明治期は,
主に欧米 を見習 った富国強兵策 と,それに と
もなう産業 を振興 し発展 させた時期 と見 るこ
とが出来,製 品全般も欧米の模倣が主だった
が,そ の後の大正 ・昭和期に入ると,あ る程








自の製品開発 を展開した と見ることが出来 る。
技術の発展 は,産業 と関係があ り,その産
業は政治 ・経済 と密接な関係があるが,別 の













が理化学 ・医療機器 を次々に開発 した ことが
特 に注目されることであり,また織物業の近
代化 のため に,京 都西陣が行 った様々な開
発 ・努力が特筆されるべきであろう。


































よるラジオ受信機 の生産 を開始 し,デ ザ イ
ン ・コンクールの実施などによって造形性 ・
市場性の面でも卓越 した。
昭和12年には,自 転車およびその部品が,
機械輸出の トップを占めるようになったが,
国内においても自転車は大いに普及 し庶民の
足 として,商 用として盛んに用いられた。
また,ミ ノルタカメラはこの頃既に,国 産
初の二眼レフカメ・ラや距離計連動カメラな ど
を発表 していた。
このように,関西の諸産業は,こ の頃 まで
著 しい発展をみせたが以後は優秀な技術 を持
つ企業ほ ど軍の指定を受けて軍需製品を生産
するようになり,民生産業は著 しく後退 し,
回復は戦後数年を経なければならなかった。
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